
 

田原市 

地域コミュニティ連合会 
●「田原市地域コミュニティ連合会」は、地域コミュニティによる“自主的なまちづ  

くり”を目指すため、それまでの総代会に代わって、平成23年度に発足しました。 

●連合会では、地域コミュニティ活性化のための調査・研究、定例理事会などでの意

見交換、交流スポーツ大会、市への要望活動などを行っています。 

★平成26年6月14日（土）／ 渥美運動公園屋内競技場 
 

全 
20校区から435名が参加したこの大会は、市教育委員会・市

と連携し、地域におけるスポーツ振興と校区内・校区間の交

流・連帯意識向上を図ることを目的として開催しています。 

 合併前は各町で町民体育祭が行われ、自分が住む地域以外の市民と

の交流する場があったのですが、こうした機会がなくなったという声

があり、平成23年度から連合会事業として実施しているものです。  

 当日は「玉入れ」「フライングディスクゴルフ」の２種目の競技を

実施しました。誰でも簡単に参加できる競技でもありますので、女

性、高齢の方にも好評であったと思います。 

 4つのコートに別け試合を行いましたが、参加者はしだいに競技に

熱中し、会場のいたるところで笑顔と歓声があがり、大変盛り上った

大会とすることができました。 

 

    

  

田原市地域コミュニティ連合会 会報 第８号（１）  

会報 第８号            

発行日 201５.１.15 

＊＊＊＊ 平成２６年度の連合会活動方針 ＊＊＊＊ 

目標とする地域社会 誰もが暮らしやすい社会 

活動の目標 みんなが参加し、互いに尊重・助け合う地域づくりの場 

①コミュニティ活動の目的・目標をみんなで共有しましょう。 

推進項目  ②一人ひとりが出来ることから取り組む全員参加のまちづくりを進めましょう。 

③情報交換や交流イベント等により、連帯意識を高め、人づくりを進めましょう。 

■校区交流スポーツ大会の開催     

■校区交流スポーツ大会 結果 

玉入れ 

優 勝 高松コミュニティ協議会 

準優勝 大草コミュニティ協議会 

第３位 
六連コミュニティ協議会 

清田校区コミュニティ協議会 

フライングディスクゴルフ 

優 勝 高松コミュニティ協議会 

準優勝 泉校区コミュニティ協議会 

第３位 
田原中部校区コミュニティ協議会 

和地校区コミュニティ協議会 
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                       連合会の取り組み 

◆蒲生地区まちづくり協議会 

●対応 

 協議会会長ほか役員、委員、事務局 

●地域等の概要 

・滋賀県東近江市の南西に位置し、平成18年1月に旧蒲生  

 町が合併により東近江市へ編入合併した。 

 （蒲生地区人口15,162人、世帯4,665戸） 

●主な取り組み 

・住民参画を重視し、蒲生地区まちづくり協議会を設立。 

・「このまちで心豊かに住み続けたい」と思えるまちづ 

 くりを進めるため、地区の良い点、悪い点を見直すた 

 めのアンケート調査等を実施。 

・「蒲生地区まちづくり計画」を作成。基本方針6項目をそ 

 のまま協議会の部会、事業方針としている。 

・役員・委員による事業計画作成や事業の実施。 

 例：月1回広報誌「がまチョコ」の刊行（現在 №86） 

■先進事例の視察・研修     

◆南が丘地区自主防災協議会 

●対応 

 協議会会長ほか委員、社会福祉協議会長、小学校長、 

 市会議員、市危機管理部長、市防災室職員 

●地域等の概要 

・三重県津市の中央に位置し、海岸部から離れ高台にある 

 地域。 

（南が丘地区人口約11,000人、世帯数約4,000戸）  

・平成25年度「みえの防災大賞」受賞団体 

●主な取り組み 

・地域の小学校と南が丘地区17自治会（連合会）・南が丘  

 地域教育委員会・福祉協議会・防災協議会等が一体と 

 なった地域活動を実施し、地域安全に取り組んでいる。 

・自地区だけでなく、隣接津波危険地域からの避難者の受 

 け入れ問題に取り組んでいる。（自宅避難の推進） 

・自主防災会による避難所運営マニュアル整備を実施。 

・ゴミ袋とペット用トイ砂を使用した簡易トイレの推進。 

★平成26年7月14日（月）／ 蒲生地区まちづくり協議会（滋賀県東近江市）  

★平成26年7月15日（火）／ 南が丘地区自主防災協議会（三重県津市） 

地域コミュニティ活動活性化の参考事例として「蒲生地区まちづくり協議会」の取り組みを、災害に

強い地域づくりの事例として「南が丘地区自主防災協議会」の取り組みを研修してきました。 

地域の状況は異なりますが、2つの事例から多くのことを学ぶことができました。 

参加理事の意見（抜粋） 

●便座にゴミ袋をかけペット用トイレ砂を使うなどのアイデアは 

 田原市においても活用できる。  

●災害に対し、常に危機感を持っている。 

●誰が見ても解るように非常に細かく記した避難所運営マニュア 

 ルを倉庫に常備しているのは見習う点である。  

●年に一度か二度、簡単に訓練、啓発をしている自分たちの活動 

 の甘さを感じた。 

参加理事の意見（抜粋） 

●各部会が目的のために活動を充実させていけば良いと改めて感 

 じた。執行部の情熱、リーダーシップの必要性を痛感した。 

●女性役員の活躍がすばらしい。女性役員を育てていきたい。  

●住民主導の「まちづくり」を推進し、地域への愛着心、連帯  

 感、帰属意識を持ち自主的に参加が行われている点が良い。 

●「みんなで協力し合う」という意図をもって事業を推進してい  

 るようである。 
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                       連合会の取り組み 

■臨時理事会の開催     

★平成26年8月8日（金）／ 田原市役所 第1委員会室  
 

田 原市地域コミュニティ連合会では、毎月定例理事会を開催し、連合会の活動方針の検討を進めるとともに理

事相互の情報交換や市との意見交換・要望事項に関することなどの調整を実施しています。 
 

 本年度においては、平成27年4月の伊良湖小学校、堀切小学

校、和地小学校の統合にあわせた校区再編について、地域にとっ

て重要な検討課題として捉え、市当局との調整の場として連合会

初の臨時理事会を開催しました。 

 議案内容については、市当局から示された「学校再編に伴う校

区制取扱方針(素案)」について意見交換をし、また、統合時の変

化に対する緩和策についても当局から説明を受け、間近に迫った

岬3校区の方向性について意見交換および、方針の修正等の協議

をしました。 

■連合会研修会の開催    

★平成26年9月29日（月）／ 田原市役所 講堂 
 

私 たち自身が地域の住環境、自然環境、景観等に配慮し、地域にあった良好な土地利用を図る必要がありま

す。しかしながら、土地に関する規制については、知っているようで知らないことが多くあります。そこ

で、田原市における土地利用に関わる諸制度について知識を身に付ける機会として土地利用研修会を開催しまし

た。市職員を講師に迎え、当日は99名の方に参加していただき有意義な研修会とすることができました。 

 

●研修内容 

①都市計画法に関する諸制度について 

・都市計画法の概要と開発行為（大規模開発）に関する規制等について 

②建築基準法における土地利用について 

・建築基準法の概要と住宅建築等に関する建築基準の規制等について 

③農地法に関する諸制度について 

・農地法の概要と農業住宅建設に伴う農地転用等規制について 

④保安林に関する諸制度について  

・自然公園法の概要と保安林解除に関する規制等について 

■各種審議会への委員参加   

田 原市地域コミュニティ連合会では、市からの依頼を受け各理事（校区会長）が各種の

審議会へ委員として参加しています。どの会議も市の計画や事業方針が決められる重

要な会議と捉え、地域の代表として意見・提案や情報提供を行っています。 
 

●主な審議会 

「田原市地域公共交通会議」「ふるさと大使選考委員会」「明るい選挙推進協議会」 

「防災会議」「公共施設あり方検討委員会」「市民協働まちづくり会議」「男女共同参画

推進懇話会」「田原を美しくする会」「都市計画審議会」「社会教育審議会」など 
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               連合会の取り組み・地域の取り組み 

■地域活動支援要望書の提出     

★平成26年10月3日（金）／ 田原市役所 応接室 
 

田 原市市民協働まちづくり条例で、まちづくりの基礎的団体と

位置付けられている地域コミュニティ団体への支援を求める

地域活動支援要望書を、田原市長へ提出しました。 

 内容は、これまで実施されている活動支援、施設整備支援の内容

を引き継ぐとともに、更なる支援内容の充実を検討していただくも

のとしています。 

 また、地域の重要な財産であり、活動の拠点となる集会所等へ設

置する「防犯カメラ設置支援」について新たに要望に盛り込んでい

ます。 

●主な要望項目 

・連合会、校区協議会、地区自治会等の各種団体に対する補助金等の充実 

・地域防犯力向上のための、防犯カメラの導入促進に向けた補助制度充実 

・公共事業の早期着手・推進 

 当日は、市長のほか、副市長、政策推進部長、総務部長の同席も

あり、田原市内の医療などの問題についても情報交換をし、田原市

を住みよいまちにするための意見を交わすことも出来ました。 

■コミュニティ活動のご紹介  

●会報第８号 ： 平成27年1月15日発行 

●編集    ： 田原市地域コミュニティ連合会 

●事務局   ： 田原市役所 市民協働課  

（TEL 0531－23－3504）（ﾒｰﾙ tahara-komiren@city.tahara.aichi.jp） 

 

 

田原市地域コミュニティ連合会では、活動内容や各校区のイベントな

どの情報をホームページでお知らせしています。ぜひご覧ください。 

 田原市地域コミュニティ連合会 検索 

■平成26年度 連合会の主な事業運営状況 

4月 定期総会・地区行政連絡会 

6月 校区交流スポーツ大会 

6月 連合会会報（7号）発行 

7月 先進地視察研修 

8月 臨時理事会 

9月 連合会研修会 

10月 地域活動支援要望書提出 

1月 連合会会報（8号）発行 

●その他・定例理事会開催（毎月） 
    ・各種審議会への委員参加（随時） 
    ・地域コミュニティ活性化研究会の開催 
    ・ＨＰによる情報提供（随時） 

８月１６日（土）に野田校区で夏祭りが開催さ
れました。 
当日は小学生による「子供神輿」や有志による
「野田の市」で会場は賑わい、祭りの最後には
花火が打ち上げられ、轟音とともに大きな歓声
があげられていました。 


